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     開館１周年　特別展

引揚援護局本部

　

　 田辺市立田辺歴史民俗資料館

平成平成平成平成２５２５２５２５年年年年１２１２１２１２月月月月１４１４１４１４日日日日((((土土土土))))～～～～平成平成平成平成２６２６２６２６年年年年１１１１月月月月２６２６２６２６日日日日((((日日日日))))

開館時間：午前９時３０分～午後５時

休館日：毎週月曜日（祝日を除く）、１２月２４日、２８日～１月４日、１４日、２３日

会場：「たなべる」２階 歴史民俗資料館 企画展示室

■歴民講座 「私の戦争体験」

平成２６年１月１９日(日)午後１時３０分～午後３時

講 師：杉中 浩一郎 氏 （紀南文化財研究会 顧問)

会 場：「たなべる」２階 大会議室

参加費：無料

水筒
衛生兵鞄

召集令状(複製)

　 田辺市立田辺歴史民俗資料館

    〒646-0029　田辺市東陽31-1

　　TEL 0739-25-6644

郵便はがき



番号 番号資料名称

出  陳  目  録出  陳  目  録出  陳  目  録出  陳  目  録

資料名称

はじめに

昭和20年（1945）8月15日の終戦から、70年ちかくの年月が過ぎようとするなか、戦争を体験され

た方々が高齢化し、また亡くなられることで、その記憶を語り継ぐことが難しくなってきています。

しかし、戦後生まれの「戦争を知らない」世代であっても、当時のさまざまな事物や写真、そして

人々の語りや記録などから、戦争の体験を知ることができるのです。

私たちの田辺も、最前線で戦った人々や、海外で暮らしていた人々が台湾やインドネシアなどか

ら日本へ帰ってくる際、引揚港としてお迎えした、という歴史があります。

当時のことを懐かしんで、遠くからはるばる、田辺を訪れる人々もいらっしゃいます。そして実際に

引き揚げた方々からは、さまざまな思い出の品、それも戦争を物語るような貴重な資料をたくさんお

預かりしています。お預けくださった方々への感謝とともに、今回の展示を企画しました。

皆さんがこの展示をご覧になって、かつての戦争と、引揚港としての田辺の役割について、いろ

いろと知っていただければ幸いです。

番号 番号

１　戦地に赴いた人々　Ａ）入営等関係資料 ２　戦地での生活

1 召集令状（赤紙）複製 16 箸箱（現地作成彫刻）

2 入営ニ関スル命令書 17 はんごう

3 祝入営旗 18 水筒

4 海軍生徒入校志願者心得 19 軍事郵便ハガキ

5 海軍兵学校生徒志願票 20 軍票

１　戦地に赴いた人々　Ｂ）軍服・外とう・装備 ３　引揚に関する資料

6 21 従軍証明書・復員証明書

7 雨外とう 22

8 編上靴

9 革脚絆 23 「引揚者案内書」

10 雑のう 24 引揚上陸時の順序手続書

１　戦地に赴いた人々　Ｃ）戦地で使用した道具 25 田辺引揚援護局の構内見取図

11 衛生兵鞄 26 ハルマヘラ島会隊旗

12 手当箱とその内容品

13 医療関係書籍

14 機動九〇式野砲眼鏡

15 「歩兵第五十一聯隊略歴」

資料名称

軍服（礼服）上衣

引揚者国庫債券交付通知書

及び注意書の送付について

資料名称



　　　入営等の資料 　　　　　軍服・外とうなど

展示の様子

　　　　　　戦地で使用した道具類

　　戦地での生活用品 　　　引揚に関する資料


